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歴
史
的
景
観
の
説
明
を
受
け

る
参
加
者
＝
２
０
１
４
年
11

月
30
日
、
枚
方
市　
　
　
　

講
演
を
聞
く
参
加
者
＝
２
０

１
４
年
12
月
６
日
、
堺
市
内

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
す
る

参
加
者
＝
２
０
１
４
年
11
月

９
日
、
保
険
医
会
館　
　
　

月
桂
冠
大
倉
記
念
館
を
訪
ね

た
参
加
者
＝
２
０
１
４
年
11

月
３
日
、
京
都
市
伏
見
区　

４月１日から
募  集  開  始休 業 保 障

病気やケガでの休業に安心保障！

①最長730日の長期保障！
②掛金が満期まで変わりません！
③掛け捨てではありません！
④自宅療養、代診をおいても給付！
⑤傷病給付金は非課税！
⑥所得補償保険との重複受給ＯＫ！

給付内容（１口につき）
給付金の種類 受給資格 給付内容・日数など

傷病休業給付金
入院給付金

【疾病】2015年11月１日以降に発病した病
気を原因に休業したとき、【傷害】2015年８
月１日以降の傷害を原因に休業したとき

疾病も傷害も６日以上連続して休業した場
合、６日目から１日につき自宅6,000円、入
院2,000円を加算【通算給付日数500日まで】

長期療養給付金 傷病給付金の限度日数（500日）を超え
て、引き続き連続して休業したとき

１日につき自宅3,000円、入院6,000
円【連続１回限り230日限度】

弔慰給付金 傷病により死亡したとき 500,000円（＋脱退給付金）
高度障害給付金 傷病により高度障害状態になったとき 500,000円（＋脱退給付金）

脱退給付金 加入３年以上経過した後、脱退したとき
別に定める脱退給付金表により

給付金額を確定

自
宅
療
養
が
長
期
化
す
る
中

保
険
医
に
最
適
な
保
障
制
度

【加入日】　2015年８月１日
【加入申込資格】
① 加入日現在健康で１つの主たる医療機関等で週４日以上かつ週
16日時間以上で業務に従事している。

② 59歳（昭和31年２月２日以降生まれ）までの保険医協会会員
で、約款に同意できる保険医。

注）現在、健康に異常のある方は原則として加入できません。
※資料請求・お問合せは、保険医協会共済部（㉓06-6568-7731）まで。

思わぬリスクに備えて若い時思わぬリスクに備えて若い時
からの加入をお勧めします！からの加入をお勧めします！

まかせて安心 事務組合

● 退職時の最低限の保障―失業給付
● 業務中や通勤途上の事故によるケガへの補償
―療養給付・休業給付など

● 治療後も障害が残ったり、万一死亡した場合の
　遺族に対する補償―遺族年金・障害年金
賃金等に対する保険料率 （2014年４月現在）

事業主負担 労働者負担 合　計
労災保険 3.0/1000 0 3.0/1000
雇用保険 8.5/1000 5/1000 13.5/1000
合　計 11.5/1000 5/1000 16.5/1000

安い協会・事務組合の委託事務手数料 （年額）
労災保険のみ委託 12,000円
雇用保険被保険者数１～３人 12,000円
雇用保険被保険者数４～５人 18,000円
雇用保険被保険者数６人以上 30,000円

ス
タ
ッ
フ
に
安
心
の
笑
顔

　従業員が一人でもいるときは、労働保険（労災保険・雇用保険）に加入
しなければなりません。協会では厚生労働大臣認可の労働保険事務組
合を設立し、面倒な保険料申告・納付や雇用保険の事務手続きを代行し
ます。

労働保険労働保険

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

口
腔
外
科
の
最
前
線
解
説

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

２
０
１
４
年
12
月
６
日
、
堺

市
内
で
「
歯
科
・
口
腔
外
科

の
最
前
線
〜
紹
介
患
者
は
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
か
」
を
開

い
た
。
講
師
は
吉
岡
秀
郎
氏

（
大
阪
労
災
病
院
歯
科
・
口

腔
外
科
部
長
）
が
務
め
、
19

人
が
参
加
し
た
。

　

吉
岡
氏
は
、
観
血
的
処
置

で
は
、
時
間
に
余
裕
を
持

ち
、
自
院
で
の
限
界
を
知

り
、
患
者
に
不
安
感
を
与
え

な
い
よ
う
に
言
動
に
注
意
が

必
要
と
指
摘
。
抜
歯
で
き
な

い
場
合
や
起
こ
り
得
る
偶
発

症
を
想
定
し
た
丁
寧
な
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

の
必
要
性
を
強
調
。

　

智
歯
や
正
中
過
剰
歯
の
抜

歯
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
診
断

は
、
隣
在
歯
保
護
の
た
め
に

重
要
で
あ
り
、
下
歯
槽
神
経

・
顔
面
神
経
・
舌
神
経
損
傷

な
ど
へ
の
対
処
法
や
致
死
的

に
危
険
な
出
血
量
の
目
安
、

血
友
病
の
特
徴
的
な
出
血
な

ど
は
熟
知
す
べ
き
と
語
っ

た
。

　

入
院
を
要
す
る
ほ
ど
重
症

化
し
得
る
歯
性
感
染
症
に
対

し
て
は
、
原
因
歯
と
な
り
得

る
サ
イ
レ
ン
ト
病
変
（
下
顎

大
臼
歯
）、
生
活
習
慣
や
薬

剤
に
よ
る
免
疫
力
低
下
、
栄

養
不
良
、
激
し
い
疼
痛
、
倦

怠
感
、
微
慢
性
発
赤
、
腫
脹

し
、
姿
勢
や
顔
の
表
情
、
声

の
大
き
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
。
モ

ニ
タ
ー
で
再
生
し
な
が
ら
立

ち
姿
・
座
り
姿
、
お
辞
儀
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
確
認
し

た
。

　

患
者
や
業
者
の
応
対
で
は

問
診
票
と
ペ
ン
、
名
刺
の
授

受
の
仕
方
、
案
内
・
誘
導
す

る
時
の
指
し
示
し
方
、
電
話

応
対
で
の
言
葉
遣
い
、
苦
情

の
処
理
を
学
ん
だ
。

　

講
習
し
た
内
容
を
盛
り
込

ん
で
行
っ
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
で
は
、
患
者
・
ス
タ
ッ

フ
・
歯
科
医
師
と
配
役
を
決

め
一
連
の
動
き
を
演
じ
、
西

出
氏
が
批
評
を
加
え
て
交
流

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
を

客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き

た
」「
色
々
な
場
面
を
想
定
し

た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
や

り
た
い
」
な
ど
積
極
的
な
感

想
が
出
さ
れ
好
評
だ
っ
た
。

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
西
淀

病
院
・
の
ざ
と
診
療
所
友
の

会
「
健
康
ま
つ
り
」
で
２
０

１
４
年
11
月
23
日
、
歯
科
健

診
を
実
施
し
、
42
人
（
大
人

26
人
・
子
ど
も
16
人
）
が
訪

れ
、
患
者
署
名
22
筆
を
集
め

た
。
平
野
権
栄
氏
（
堺
市
）

と
歯
科
衛
生
士
２
人
が
出
務

し
、
疑
問
・
悩
み
に
丁
寧
に

応
対
し
た
。

　

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区

は
２
０
１
４
年
11
月
９
日
、

接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
西
出
知
子
氏
を
講
師

に
「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ

ナ
ー
」
上
級
編
を
開
い
た
。

　

講
習
冒
頭
、
参
加
者
の
90

秒
ス
ピ
ー
チ
を
ビ
デ
オ
収
録

な
ど
の
重
症
化
の
サ
イ
ン
を

見
落
と
さ
ず
、
適
切
な
抗
生

剤
の
使
用
と
二
次
医
療
機
関

と
の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠

と
し
た
。

　

ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
剤
と

顎
骨
壊
死
、
エ
イ
ズ
、
結
核

等
の
院
内
感
染
症
対
策
、
歯

肉
が
ん
の
特
徴
的
レ
ン
ト
ゲ

ン
画
像
、
電
磁
波
過
敏
症
へ

の
歯
科
的
対
応
な
ど
に
つ
い

て
も
紹
介
し
た
。

 

（
堺
市
・
平
野
権
栄
）

　

北
河
内
地
区
は
、
文
化
企

画
「
枚
方
再
発
見
ウ
ォ
ー

ク
」
を
２
０
１
４
年
11
月
30

日
に
開
催
、
西
俣
稔
氏
（
大

阪
案
内
人
）
の
案
内
で
東
海

道
56
番
目
の
枚
方
宿
か
ら
京

街
道
の
名
所
を
巡
っ
た
。

　

西
俣
氏
は
、
枚
方
を
「
歴

史
的
景
観
が
多
く
残
る
街
」

と
し
て
紹
介
し
、
地
名
の
由

来
や
枚
方
本
陣
跡
で
天
皇
に

謁
見
し
た
象
の
話
な
ど
、
各

所
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
逸
話

を
披
露
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま

れ
、
暖
か
い
日
差
し
の
中
で

参
加
者
は
、
普
段
、
見
慣
れ

た
街
の
歴
史
に
興
味
深
く
耳

を
傾
け
た
。

大阪市西部・南部地区

マナー講座上級編

わが街 わが地区わが街 わが地区

「
健
康
祭
り
」で
健
診

大
阪
市
西
部
地
区

健診を受ける子ども＝2014年
11月23日、のざと診療所　　

北
河
内
地
区

北
大
阪
地
区

枚
方
の
歴
史
的
景
観
散
策

酒
ど
こ
ろ
伏
見
を
満
喫

　北大阪地区は2014年11月３日、京都
市伏見区・月桂冠大蔵記念館見学会を
開催し、10人が参加した。
　発酵、貯蔵の過程などを解説付きで
見学。利き酒コーナーでは1972年醸造
の「月桂冠レトロボトル吟醸酒」など
３種類を試飲した。参加者らは他の醸
造所なども散策し、酒どころ伏見を満
喫した。


